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研究シーズの概要 
広島市では⼟砂災害の被害が頻発しています．被害軽減のためには地域住⺠に⼟砂災害の危険性を分かりやすい情
報で伝え，早期避難を促す必要があります．本システム開発では，広島市内の⼟砂災害危険箇所に⾚外線カメラと
太陽光発電システムを組み合わせ 24 時間連続でリアルタイムに危険箇所の画像を提供するネットワークを開発しまし
た．また危険時には⾃宅のテレビ画⾯に⾃動的に危険箇所の画像を表⽰して警告するスマートフォンと連動したテレビ
通知システムの開発も⾏なっています． 
研究シーズの詳細 
◆⾚外線カメラを⽤いた⼟砂災害センシングネットワーク

・広島市内の 8 つの⼟砂災害危険箇所にて設置・運⽤
・24 時間連続してリアルタイムに危険箇所の画像を提供
・太陽光発電による電源⾃⽴型の省電⼒システム
・セキュアな無線ネットワークを通じた遠隔制御

◆スマートフォンと連携した災害情報テレビ通知システム

・スマートフォンにより危険箇所の画像や避難情報を取得
・警戒レベルが上がると⾃動的にテレビの画⾯に表⽰
・⼩型 PC を介した Bluetooth 接続による情報伝達
・スマートフォンによるテレビ画⾯のリモコン操作

想定される⽤途・応⽤例 
◆太陽光発電による遠隔システム運⽤およびシステムの省電⼒化
◆無線通信技術を⽤いたネットワーク化と効率的な情報伝送
◆Raspberry Pi などの⼩型コンピュータを利⽤した IoT センシング技術および通信⼿法
セールスポイント 
AI を効率的に活⽤するためにも学習⽤の正しいビッグデータが必要であり，IoT デバイス・センサを利⽤して様々な物理
現象を取得し，無線接続で収集する技術に対する需要は今後ますます⾼まると予想されます． 
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